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勝JII遺跡の木製品I房跡

勝川遣跡（春日井市勝川町を中心に広がる）の段丘下沖精低地で、 弥牛時代中期末の

掘立柱建物群が検出された その北側を流れる流路からは、鍬・鋤等の木製農耕具を中

心とした未成品や原材を水漬け｛呆管していたものと思われる施設が検出苔れた。 この地

点が木装晶加工を行っていた作業場て、 建物詳は作業小屋や倉庫と推定される。 弥生時

代の集落内の、 屈住域 ・ 墓域とは別の、 この様な作業空間の存在を明らかにできたのは、

全にでも初めててある。 (6 · 7ペ ー シに関辿記事記載）
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最古の古墳をもとめて

土器による区分

前回弥生時代 ～ 古墳時代にかけての土晋、 す

なわち元屋敷（様式）土器群か二つに大きく大

別できることを述べておいた。 つまり形態の内

彎志向という苔わめて特色的なカタチの気風が

定着し、 S 字甕・小型の器台の登場という新し

い土器群が成立する前半、 畿内系の土器が出現

するとどもに小型の器種か怠増し、 形節の内彎

忍向が喪失する後半である。

占瑣時代か前方後円墳を中核とするぎわめて

政治的色彩0)濃い時代であるとすれは、 大型の

酌方後口埴の出現はまさしこ元屋敷様式後半の段

階にあたるのであり、 「古禎の時代」の慕あけ

はこ0) 1点をもって粒置づけることができるか

もしれない3 前方後円墳の登場と土器訂での元

届敷様式後半への移行は杜会的な出米事性をと

もない具現していったものといえる。 以下この

前半～ 後半へ移行する不安定な時間を少し士直間

見ることにしよう。

奥津社古墳

池部郡｛左織町に阜津礼が存在する＾ 現在この

地は標高 一 0.3mで、 小Iiの上部に奥津社社殿

が建てられている。 この社殿に長く保存されて

いた鏡が三角縁神獣銃とわかったのは昭和51年

のこどである。 つづ＜昭和52年には団丘調査が

奥津社古填 1 : 1000 

実施され、 人為的な盛土状況と封土中より元屋

敷様式に所屈する十＾監片が見つかっている。 現

状では社殿がたつ小丘は一 辺25mほどの方形状

を呈し、 高さ 3.3mを測る。 したがって本釆の

培形と規模を推定する手掛りは少ないのである

か、 少なくとも25m前後の主墳丘を持つ古墳で

あったことは確実といえる。 奥津社占墳封土中

より出土した上部には元厨敷様式前半でも最も

新しい段階のものが混在し、 奥津社古墳の築辿

がこの時期に近いものとの推測がなりたては、

少なくとも後半でも早い段附には古墳が営まれ

ていた可能性が考えられる。 するとここから出

上したと考えられろ3面の三角緑神獣鋭の意味

はますます重要となる。

ところて主墳丘か25m前後として前方後日

（方）墳を想定すると全長が45m前後となる。 こ

れに近い古墳をさがすとそれは以外と近くに現

存する。 濃尾平野大山扇状地0)小口白山 一号墳

がそうであろ。

白山古坑群
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小口白山一号墳
ぉぐち

小口白山一号墳は大口町小口に所在し、 現在

白山神社がその上に存在する。 墳丘は人きく変

形しているもののその西側はよく原形を留めて

おり、 墳丘長49 m (後方部2 5X33m)の前方後

方墳と考えられる。 昭和57年白山 一号墳の北側

に展開する小規模な墳墓群が町教委により調査

されたc そこできわめて注目すべぎ事実が判明

していろ。 その成果を今まとめてみると、

1. 少なくとも小□白山一砂墳の周辺 には 3基

以tの方形固溝状の墳丘墓が存在する。

2 . その所属する時期は出士しだ土器より元陪

敷様式前半と考えられる。

3. 墳丘墓詳と白山ー一号墳の間には上拡墓群が

存在する可能性かある。

4 . 墳丘墓は一辺 10 - 12 ・ 3mの長力形を呈し、

固溝は囲枇することなく開D部、 あるいは

何らかの施設をもつことが考えられる。

以上を総合すると、 まずこれらの墳丘墓群は

尤屋敷様式前半の時期を中心につくられ、 これ

を背景として白山一号墳が営まれた可能性が高

ぃ。 するとその時期は前半～後半へ、 少なくと

も後半の早い段階には造営されていた可能性が
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ある。 つより奥津社古拭とさわめて近い時期に
築造されていた辰も古い古墳の一 つに加えるこ

とがてぎる。

古墳への飛躍
元屋敷様式前半での墳募の主体が従来からの

方形周溝状の墳丘墓であることは近年の調査例

からもあぎらかである。 ところが後半の段階に

近づ＜につれ奥津社古墳、 白山一号墳という前

方後方墳が築かれはじめ、 続いてニッ寺神明社

古培、 東之宮古序、 高御常古墳という前方後円
（方）墳が造営芦れてゆく。 そしてその過程で

白閏古墳のような 100 mをこすような大規模な

前片後円墳か造管されるにいたる。 前方後円墳

ニッ寺神明社占墳、 前方後）j墳東之宮占墳は初

めての80 m級の大規模な古墳の登楊てあり、 そ

れまでの30 ·40 m級の小規模な墳羞に比べ著し

（巨大化する。 この飛躍こそ元屋敷様式後半で

の1-古墳の時代」を決定づけた最大の出来事で

ある。 （赤塚次郎）
参考文献

大口町教育委員会『仁所野遺跡I 1983 

岩野見司他「佐織町史』資料編2 1987.3 

東之官古墳 高御韮古瑣
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市町村だより

請水ノ上貝塚

南知多町教育委員会

しみずのかみ

清水ノ上貝塚は、 知多半島の南端に近い内海

の谷に所在する縄文前期および中期を中心とす

る貝塚である。 昭和45年夏に学術調査か行われ、

南知多町教育委員会から詳細な報告書も「:1」行苔

れている。 縄文前期の土閤は、 質畳ともに優れ

ており、 清水ノ上l式土器-ITT式土器として、

それそれ形式設定された。 学史的には、 消水ノ

上貝塚の訓査と報告をぎっかけとして、 停棉ぎ

みであった東海地方の縄文前期前葉の土器編年

に関する研究が、 再び活発化したという意義を

持つ。

清水ノ上I式土器-ID式土器の梨式設定は、

今日の研究レヘ）レから見ても妥当であり、 その

資料的価値はますます高まっているが、 各地域

で、 当該期の上器の研究が進むにつれて、 形式

内容の細部について、 より詳しい情報か求めら

れるようになってきだ。 具1本的には清水ノ上l

式土囲とTI式土器の珊分に関する情報である。

消水ノヒ貝塚はまた、 縄文早期末葉の時期に降

下し、 当地方の自然環境にも甚大な被害を与え

たと考えられているアカホヤ火山仄についての

帖報か得られる可能性が高い只塚として注目さ

れるようになった。

消水ノ上貝塚の圃調査はこうして計画された。

調査はまた、 南知多附誌編慕半業の一環でもあ

る，

調杏区は、 前同の調査伶償に接して、 3mX

3mのグリットを2個設定したc 調肴は8月17

Hから開始され、 延54日闇を妥して11月23日に

. }, もの埋めもと‘しを元了したc なお凋査区のう

も1区は、 包含屈の卜半の約80cmを堀っだ段階

で完堀のめどが立たなくなり、 後日の調査を期

して埋めもどしている。

層序は前回の謁査で確晶した、 A 、 褐色腐食

士層、 B、 貨褐色粘上層C、 黒褐色有機土］碍、

り褐色混貝土層、 E、 黒褐色混貝土層、 F、

赤褐色混貝土層、 G、 褐色混細礫土層、 H 、 赤

�4� 

褐色有機砂質土層、 1、 黄褐色砂閉、 ］、 青白

色砂層の10層を再確認したが、C、 E、 Hの各

層を2 - 3 層に細分することに成功した。 また

詞調査で最下屈と考えていたJ層よりも下位に

K、 里褐色有桃土屈と、 L、 黄褐色細礫層を発

見した。 表土愚からL層までの深さは平均2m

ほどである。

今回の調査の成呆としては、 ます］．］の両

屈がアカホヤ火山灰層であったことを確認でき

たことである。 1層は赤褐色を星する粒子の細

かい砂層で、20-30cmの厚さで調査区全域に認

められた。 J層は基本的には1層と同ーの層で

あるか、 色調か青白色を呈する砂屈で、 調査区

の東隅で部分的に認められているた 層中には多

量の火山件ガラスが含まれており、 東京都立大

学の町田洋氏によって、 極めて純度の高いアカ

ホヤ火山｝火層てあることが確かめられた。 アカ

ホヤ火山仄ぱ、 当地汀では20-30cmの厚さで降

下したと考えられているが、 現在地層巾に残さ

れるのは10cm以↑の厚さである場合が多い。 清

水ノ上は丘陵の麗の凹地であることから、 降下

した火山／天が丘陵0)斜面から流れて当地にこ．次

推積し、 偶然陪下時と同程度の層厚となって残

されたのであろう。 アカホヤ火山灰層の確認に

よってHI曽から出土した清水ノl:;.l式土器は、

当地ガにおけるアカホヤ火山｝火層直上の土船と

いう価値が加えられることになった。 主たアカ

ホヤ火山灰層より下位に新しく認められたK屠

からは、 縄文早期後葉の粕畑式、 八ツ崎I式．

茅山下層式・鵜ケ島台式の各上器群が出土した。

茅山下層式．剃ケ島合式の各t器は愛知県下の

沿岸剖では初めての発見である。

k層にはブロック状に発育の良いハイガイが

含まれており、 周辺にかなり豊かな貝類の採取

水域の存在を物語っていだ。 ー方アカホヤ火山

灰層より上位の各貝腎からは、 小巻貝を中心と

した貧弱な貝類相が認められている。

消水ノ上l式およびII式土器の細分について

は、 ｛畝底した分層発掘によって得られた多絋の

貸料を整旺してい＜月程で、 綿密に検討を訓え

ていぎたいと考えているc

（篠島小学校教諭 山下勝年）



遺跡紹介

ひ ら

比良遺跡は、 名古屋市北都を流れる庄内川右

岸の微高地上（名占屋市西区比良二丁目）に位

饂する。 調査は環状2号線（田迫302 号線）橋

脚建設工事に伴い、 昭和62年6月25日から8月

14日まで実梅された。 調査区は東西に三ケ所

(A、 B、 C区）設定されたが、 このうち明確

に遺構が検吊できたのは13区のみであった。 以

下比艮遺跡A、 B、 C区の概要を紹介する。

基本層序は、 A�C区ともに現代の水田によ

って古墳時代前半の包含層中途まで削平されて

おり、 この下にごらに各地区同一 レベルでシ）レ

卜屠（無遺物）が堆積している。 このシルト層

を間層として、 その下に弥生時代前期の包含層

が存在する。 この包含層はその上面がB区にお

いて最も高く、 標蔽約3.5ml T 、 p) を測る。

A区との比席は約1 mあり、 C区では東に向か

ってゆるやかに下って行く。 その下に百びシ）し

ト層が堆積し、 最下層は粗砂であった。 以上の

層序から、 比良遺跡の遺構血は大別すると、 古

墳時代前半と弥生時代前期の2時期に分かれる。

以下これをt層、 下層と仮称し、 紹介する。

上層では、 古墳時代前半の溝、 小溝、

小穴か検出各れた。 溝は最低1回は掘

り返された可能性が断面より認められ

るが、 調査区内で関連遺構とみられる

ものが検出されていないため、 その性

格は不明である。 1口］様に多薮検出芦れ

た小穴も、 規則性、 力向性などが認め

られす、 性格は判じ得なかった ＼， この

上層の出上造物は、 ほとんと遺構に伴

う形で出土していない。 須恵器は含ま

れておらず、 土師器によって構成芦れ

ており、 甕、 高付、 台付甕、 壺等の破

片が出士している。 時期的には、 わず

かに含まれろ欠山期のものを除いて、
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元屋敷期以降のものである。

下層においては、 シルト層を全体に取り払っ

たところ、 完全に埋設しきらずに地表に＜ばみ

を残している状態のナ坑状の落ち込みが、 数ケ

所確認できた。 他に土坑12基が検出され、 これ

に伴い弥作時代前期の遺物が出1した。 包含層

中も含めて、 ごの下層の出七遺物は弥生時代前

期のものに限られることが注目される（，検出さ

れた士拡は、 埋上の分析などが未了ではあるが、

土器の出土状態などから、 廃物処理を目的とし

た可能性が強い。 これはこの時期の居仕域が近

在する可能性を示すものであるが、 調壺区内で

は検出でぎなかった。 出土遺物は伍製品、 壺蓋、

壺、 甕、 二又注□状土器片等多数であった。 し

かし条痕文系の土器片はわずか数点しか含まれ

ておらず、 ほとんど、 遠賀川系土器で構成され

ている。 これらの遺物は、 現在整坪検討中であ

る。

尾張西部地方は、 遠賀川式ナ器文化が直核影

響を及ぽした地域の東品にあたり、 その事実が

知られているにもかかわらず、 良好な同時代資

料に乏しいのか現状である。 縄文文化と弥生文

化の間で、 プリズムの役割を果たし得たのが当

地方ではないだろうか。 今回の比良遺跡の調在

は、 こうした事実を鮒明するtで費重な資料と

なろであるう。 （松田 訓）

弥生時代前期の土涼断面と土器出土状態
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資料紹介

勝川遺跡は、 春H井市勝川町五丁目を中心に、

鳥居松段斤上とそ0)直下に広がる旧地蕨川まで

の間の沖積低地上（標高約11m)に立地すろ、

弥生時代～古墳時代の集落跡と奈良時代の寺院

跡を中心とする複合遺跡で、 その広がりはおよ

そ127::) m'! こ及ぶものと推定される。

弥止時代の肪川集落については、 現在まての

瀾査でおおよその構造について推測しうるに至

っている·- 昭和40年に春日井市教育委貝会によ

って調査芦れた南東山地区では、 中 ・ 後期の竪

穴住居跡が検出され、 この一帯が居住域に比定

されるが、 この地区の調在か以後行われておら

ず、 その広がりや環境等の存在については明ら

かではない。 しかし、 今までのところJ R中央

線西側において住届趾等か検出されておらす、

その西端はこの付近と雁定できる。 中失線瞑測

には方形周溝空をt体とする菜域が広がり、 時

期による占地に変遷が見られ、 古墳時代前期ま

で周溝墓が築造され続ける。 昭和57年に行われ

た居住域直下の沖積低地の調査(57 I区）で、

段丘崖に沿って流れる小流路と、 その南側に掘

立柱廷物群が検出され、 周辺の上坑のうち2基

には、 木棺の厭材と思われるコウヤマキの柏材

が 5枚組で遺仔し、 小点路中から鍬の未製品等

が出上した。

今年度ごの57 I区の東側を、 約 4,50 0

m門こわたり調杏し(62 F区）、 この空間

の続きが検出され、 新たな知見を得るこ

とができ、以ド571区を含めこの空間に

ついて述べる。

この空間は居住域0)直下に位置し、 段

丘崖に沿：)幅 7 m程の小流路(NROl)

と、IR地歳川の旧流跨(l\'R 02)に挟ま

れる。 遺構検出面には一面に乾痕が残り、

ー帯が湿澗な地であったことを示してい

る。 NROlの南縁には、90mにわたって

公4棟以上の掘立柱建物が検出され、 その

範囲は西へ若『広がると思われる。 また、

NRO公

ー、
一
'

集 落 模 式 図

東端は62 F同で確認竺れ、 この空間のほげ
｀

全休

像を明らかにすろことが出来た。 この建物群は

4-5 棟の群の幾度かの建て替えによるもので、

62 F区で建物が集中して検出された前面のNR

01中に、 最大幅5m• 長さ8m• 深さ40cm程の

洋染状を早」した浴ち込み(SX,O 1)が掘削され、

その中に農耕具を中心とした木悩の未製品 ・ l凩

材 ・ 欠損品序か遺存していた。 又、 その狸土巾

からは、 石斧等各種の石製加下真・砥石 多薮

の中期末（高蔵式）の土器が検出された。

S X O 1 全 景
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これらの各遺構は、 中期末～後期初叫の洪水

層（砂礫層）によって埋没している。

この様な遺構・遺物が検出されたこの空間の

理解については、 以前に木製品加工に関る作業

空間で、 建物群はその作業小屋や倉即であると

推測したが、 未製品等の出土が稀少でその確証

を得るに至らなかった。 しかし今回SXO l か検

出され、 多数の原材や未製品が出土し、 この推

測が正しかったことを示した。 SXO l はその埋

土の状況から、 水たまり的な状態を呈Lていた

もので、 この中に原材や加工途中の未製品を保

笠していたものと恩われる。 出士した未製品に

は、 漱。鋤身•石斧の柄等があるが、鍬・鋤身

はすでに分割を終えた段階のものはかりて、 板

材や分割前の段階のものは含まない。

今回検出されたSXO l と同様の、 未製品保貨

の施設か神戸市王津田中逍跡・松江市西川津遺

跡•北九州市守恒遺跡. I司市カキ遺跡で検出さ

れており、 各遺跡も集落に隣接した流路や谷地

に上坑状の落込み（玉津田中・守恒）や、 杭に

よって作られた方形の皿い（西川津・カキ）中

—~ 又 鋤（鍬）
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に、 未製晶か水浪けされていたであろう4人態で

出土している。 このことから当時の木製品加工

においてこの様な保管か広く行われていにこと

が推測されるが、 その理由については、 水漬け

されている未製品が、 堅いカシ等の広葉樹を利

用した農耕具が大部分をしめている点で共通し

ており、 この材質に閾係しているものと思われ、

水漬けすることにより樹脂を抜き、 割れや狂い

を防いだり、 堅い材を加工しやすくしたと考え

られ、 当時の木製品加工技術の一端を知ろこと

が出来るc 又、 両川津遣跡・守恒遺跡では、 こ
の施設に隣接して掘立柱建物が検出されており、

この様な作業空間が同様の構造をなしていた可

能性がある。

この様な木製叫加工に関る竹巌空側が、 当時

の集落内において居住域とは別に、 隣接して占

地していたことを明らかにした勝川遺跡の調査

は、 当時の集落構造を1�単明する上で璽要なもの

となろう。 今後回様の調査の増加に期待したい。

（丹羽 博）

広 鍬 未 製 品

右斧の柄未製品
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愛知県埋蔵文化財
調査センタ ー がオ ー プン

袋知県埋蔵文化財調査センター がこのはど元

成し、 12月l日にオ ー プンしました。

この施設は鉄筋コンクリ ー ト造 3階建て、 延

床面積3,926面の建物で、 古墳の墳丘を思わせ

るような屋根の曲線、 土層をあらわしたコンク

リ ー ト、 ホ ー ロ 一 被膜鋼板 、 ラスタ ー 釉磁器質

タイルからなろ正面外壁、 尾張弥生時代に特有

な円窓付士器からヒントをえた大形円形窓など、

建築デザインにも埋歳文化財に関する考え方が

強く反映していますc

各室は、 作閉の流れにしたがって機能的に配

置されてており、 一階には、 発掘された埋蔵文

化財を搬入する柑」解玉、 水洗。乾媒室、 出土品

の分類。注記。復元作業を行う第—次逍物整埋

玉、 脆弱な木装品を科学的に保仔強化するため

の木製品保存処理室及びその収蔵庫などかあり

ます。 二 階には、 所長室、 事務室、 出土品を展

示する資料管理閲覧室・展示ロビ ー 、 学術的に
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専門研修会

1月26日 （火）-1月27日 （水）

場所：愛知県坪蔵文化財調壺センター

2 階研修室

市町付の埋蔵文化財担当者を対集とする。

セ ン タ
人事異動

退嵐 10月31日 丹 羽 鳩 （嘱µ£)

福岡県他前市教育委員会ヘ

採用 11月1 H 菅 沼 良 則 （嘱託）

釆 訪 者

9 · 17 土岐市文化財審議委員 12名。

10 · 20 名瀬地区裔校社会科研究会 40名。

11 · 28 清洲東小学校5 · 6年生 200名。

12 · 17 富山 県埋蔵文化財センター 駿員 2 名。

記 録
12 · 1  -8 愛知県埋蔵文化財調壺センター に

おいて、 埋蔵文化財展を開催'" 参観者

は、 834名。

期間中の12月6 日に埋蔵文化財講演

価値高い遺物を収蔵する牝別収蔵庫C、 関係図

書類を収納する図古室、 研修会や講演会なと‘に
使用する研修室、 会議室が配似されています。

3階は、 収蔵．調企研究フロアで、 研究室、 報

告著作成作業を行う図面遺物整理奎、 写場、 鉄

製品の保存処理を行う保存科学処埋室、 出土遺

物の材質などを調べる科学分析室、 記録保管室、

2 層の収蔵棚を持つ収蔵庫Dなどかあります。

狸蔵文化財調査センター では、 出一十品の収蔵

保管、 埋蔵文化財の調杏研究、 埋蔵文化財に関
する査料の収集と情報提供、 各種の普及活動な

どを行うとともに、 将来的には、 遺踪の保存整

備などを目的とした学術調査も実施して、 本県

における埋蔽文化財保護行政の一稽の推進を図

っていきます。

また、 開所に合わせて、 昭相6 0年4 月に設立

された財団法人愛知県埋蔵文化財センタ ー も同

所内に移し、 引さ続き開発事業に伴う発掘調査

や、 晋及・啓発事業を行っていぎます。

（愛知県埋蔵文化財調査センター ）
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I. 木材の同定 木方洋二氏。

II . 世界の中の縄文・弥生 佐原 貞氏r

ill. 埋蔵文化財行政の現状と課題 伊藤 稔氏0

w 条痕文土器 大参義一氏

V古代の瓦 森 郁夫氏。

8 誌
会を開催。 講師は、 名古屋入学教授、

楢崎彰 ＾氏、 演題「中軋のやきもの」

参加者は、 194名。

現地説明会

10 · 31 志貨野逍跡 参加者 約200名。

11 · 14 諏訪遺跡 参加者 約 300名。

埋蔵

発 行

編 集

〒'198

TEL 

印 刷




